第１場　子ども時代の回想

●ブルターニュの海辺　1885年（波の音）

（父椅子に座りヴァイオリン弾く「ラザロの復活」）

クリスチーヌ８歳（スカーフを握りしめて入場）
お父様、見て。さっき風が吹いて、海にスカーフを落としそうになったの。そしたら「大丈夫ですよ、お嬢さん」って、男の子が拾ってくれたの。でもその子もスカーフもずぶぬれになっちゃった。
父


いい子なんだね。お礼は言ったかい？

クリ

もちろん。ねえ、お父様、お話しして。

父


いいとも。「昔々ロッテという女の子がいました。その魂はその青い瞳と同じように澄んでいました。彼女はお母さんの言うことをよく聞き、お人形をかわいがり、赤い靴とバイオリンを大切にしていましたが、なによりも、眠りにつくときに〈音楽の天使〉の声を聞くのが大好きでした。」

クリ

〈音楽の天使〉って？

父


偉大な音楽家や偉大な演奏家には誰でも、少なくとも一生に一度、〈音楽の天使〉が訪れるんだ。（頭をなでて）君のような子どもやゆりかごの赤ちゃんに訪れることもある。魂が汚れた人のところには絶対に来ない。〈天使〉はけっして姿を見せないが、選ばれた人間には声が聞こえる。

クリ

パパは〈天使〉の声を聞いたことがあるの？

父（残念そうに）
いいや。だがクリスチーヌ、おまえはいつか〈天使〉の声が聞けるだろう！私が天国へ行ったら、〈天使〉をおまえのところへ遣わしてあげよう、きっとそうするよ！（父、咳き込む）

第２場　大道具係の死とクリスチーヌのデビュー

●オペラ座　1897年

（リハーサル場面。カルロッタ前面、後ろでクリ歌う、踊り子たち踊る）

カルロッタ
ラーラー。ちょとお、クリスチーヌ、あたしの足をひっぱらないでよ。

クリ（おずおずと）すいません。でもカルロッタさんの音程が…

カルロッタ
なんですって？プリマドンナの私に説教する気？ねえ、皆さん、音程がずれてたのはこの女の方よね？

ドビエンヌ
もちろんですとも。

レミー
（同時に）もちろんですとも。カルロッタ様が間違うはずがない。彼女は完璧だ。今晩も観衆をとりこにする。さあさあ、こんな小娘に構ってないで…

カルロッタ
ふん。（歌を再開。突然物音、騒然となる）キー！今晩もう本番だっていうのに、なんなのよもう！やってらんないわ。帰る！馬車を呼びなさい！（扇を投げて退場、旧支配人たち、とりなしながら退場）

ジェム

最近はおかしなことばかり。ピアノの蓋が突然閉じたり、上演中に幕が下りたり。

ソレリ

どう思う？

ジェム

怪人のせいよ！

ソレリ

おばかさん、怪人なんて存在しないわ

ジェム

しっ！聞こえる？扉の向こうで衣擦れの音が！

メグ

そういえばママが言ってたわ。二階の5番ボックス席は怪人の席。姿は見えないけど、声が聞こえてくる。

ソレリ

目撃者は？

ジェム

いるわ。大道具係のジョゼフ・ビュケよ。先月奈落に下りる階段で会ったって、みんなに言いふらしてたわ。黒づくめの骸骨みたいだったって。

娘たち

骸骨？（マダム・ジリー入る）

メグ

あら、ママどうしたの…

マダム・ジリー
ジョゼフ・ビュケが死んでる！（一同悲鳴）地下三階で首をつって死んでいる！

ジェム

それじゃあ、リハーサル中の物音はそのせい。

（警視とドビエンヌとレミー　歩きながら入る）

警視

現場には誰も手を触れないよう。捜査を行う。

ドビエンヌ
ああ、あと少しでオペラ座とおさらばだと思ったのに（舌打ち）。オーストラリア旅行がフイになった。

警視

皆さん、失礼。警察です。地下三階で大道具係がロープで首をつっているのが発見されました。不審な者を見ませんでしたか？

ジェム

怪人の仕業だわ！（皆が注目）

モンシャルマン（以下モン）（咳払い）
ばかばかしい。ただの事故だ。踊り子たちがおまじないに張ったロープにひっかかったんだろう。

警視（手帳を開きながら）
失礼、あなたは？

モン

モンシャルマンです。ドビエンヌ氏に代わって来月からこちらの支配人になります。

レミー

私は支配人秘書のレミーです。ムッシュー・モンシャルマンは本当に運がおよろしい。辞めたい一心のドビエンヌ氏から二束三文で興行権を買い取ったのですから。毎晩ポケットに巨万の富が。しかも踊り子や歌手の登用は思いのまま。は、は、は。（踊り子たち、モンシャルマンにすりよって挨拶）

警視（ドビエンヌに）このガルニエ宮の大きさは。

ドビエンヌ
1875年完成、敷地面積１万平方メートル以上、地上25階、地下５階。ホールの他に楽屋やバレエ学校や寄宿舎、奈落まで数えると…ほとんど要塞ですな。

メグ

地下には馬小屋、水槽には食用の魚、屋上には蜜蜂もいるわ。

ジェム

奈落には怪人も…（シッと皆が黙らせる）

ドビエンヌ
支配人といえども、ここは謎だらけなんです。いつも胃が痛い。

警視

はあ。どこから捜査すればいいやら。（警視とモン退場）

ジリー（手を叩く）
ともあれ舞台が終るまで、このことは誰にも言わないように。騒ぎが起きては今夜の興業に差し支えます。

ジェム
でも今夜の主役は誰が ?カルロッタは怒って帰ってしまったのに。

ドビエンヌ
どうすればいいんだ。スターがいないと公演はキャンセルに。代役なんかいない。今日はシャニー兄弟が来るというのに。シャニー伯爵は大事なスポンサーだぞ。

レミー
満席の客に払い戻しをしなくてはいけないなんて。（泣く。赤字のカードが落ちて来る）

ジリー（カード拾う）
こう書いてあります。今夜の代役をクリスチーヌ・ダーエに、と。

ドビエンヌ
そ、それだ。ダーエ嬢で行け。もうやぶれかぶれだ

娘たち（顔を見合わせる）
えー？なんであの子が？信じられない。

暗転
クリ（舞台に登場）
〈音楽の天使〉、私に勇気を！（♪見事に歌う。喝采）

ドビエンヌ
すばらしい！クリスチーヌ・ダーエの初舞台は大成功だ！

ジェム
そんなはずはないわ！ほんの半年前まで、あの子へたっぴだったのに。

メグ
パトロンもいない、あんなさえない子が、どうして？

フィリップ（客席で立ち上がり拍手）
うーん、カルロッタの代役にしてはうまかったなあ。ドビエンヌの采配は正しかった。ラーララー。ラウル、ブルターニュの田舎しか知らないお前にパリを見せてやろうと思って連れてきたのは正解だった。よかっただろう？どうした？

ラウル（呆然、兄の腕にすがる）
兄さん…　が、楽屋に行かせて。

フィリップ
なーんだ。軍隊や南極探検にしか興味がないと思ってたら、お前も男だなあ（肘でこづく、笑）。あの代役の女が気に入ったのか。ついでに俺の女も紹介してやるよ。エトワールのソレリだ。

●共同楽屋（女たち、着替えたり、パトロンに会ったり）

ドビエンヌ（満足げ）
いやいや今日はよかった。殺人事件はあるわ、カルロッタは帰るわで、一時はどうなることかと思ってたが。（とりつくろって）おおシャニー伯爵、これはこれはようこそ。

レミー（同時に）
ようこそ。シャニー伯爵に、シャニー男爵。

ソレリ

まあ！フィリップ。大好きよ（かけよってしなだれかかる、二人は愛人関係）

フィリップ
僕のソレリ、今晩もかわいいよ。（他の女にもウィンク。クリ気絶寸前。ラウルが駆け寄って手にキス）おやおや、わが弟ながら、抜け目のないやつ。シャニー家の血は争えないな。それじゃ俺は、愛するソレリと夜食でも食べるかな。そのあとはソレリを…（髭をいじる）

クリ

あなたは？

ラウル

ラウル・ド・シャニーです。覚えてますか。昔、海であなたのスカーフを拾って差し上げた少年は僕…

クリ（気配を感じて）もう大丈夫です。ご親切はありがたいのですが。ひとりにしてください、皆さん。（皆退出、舞台脇に移動）

一同（舞台脇、シャンパングラスをもって）
今夜の成功に乾杯！オペラ座の未来に！

レミー（ボトル抱え、ついで回る）このシャンパンはシャニー伯爵からの差し入れです。ドン・ペリニョンのロゼ。

メグ

このタルティーヌはママンから。オペラ座の屋根の蜜蜂からつくった、蜂蜜入り。

レミー（ボトル抱えて）
こちらのコルトン・シャルルマーニュ1820年は…誰からかな、えっと赤い字でＦ・Ｏ…まさか（カードをちぎってすてる）

怪人（楽屋内、声だけ）
クリスチーヌ、来るのだ。私を愛するのだ。

クリ

あなたのためだけに歌っています。私の魂はあなたに捧げた。（鏡の奥の隠し通路へマントをはおって入る。）

怪人

来るのだ。

ラウル（外で）
１０年ぶりに幼馴染に出会ったというのに、忘れられちゃったのか？やっぱりもっと話したい（楽屋に戻る）。クリスチーヌ、僕は…　え？誰もいない。これはいったい…

第３場　支配人交替

●支配人室

ドビエンヌ（ご機嫌） モン殿、これがすべてのドアを開ける万能キーです。これで安心して支配人の座をお譲りできる。いやいやうれしい。それからこのオペラ座にはいろいろなしきたりがありまして…お耳に入れておいた方が。

モン

しきたりだと？儲かればいいのさ。毎晩上流階級が集まって金を落としていく。この鼠っ子どもを使って娯楽を提供する。簡単な仕事さ。好きなようにさせてもらう。これからは私がここの主人だ。

声（怪人）
いや、私だ。ビュケの死は事故ではない（みんなびくっとする）

モン（笑）
凝った演出ですな。ここはオペラ座、皆さん芝居がお好きで。

ジリー

いいえ、本当に怪人がいるのです。興行中に事故を起こしたくなかったら、怪人に従うことです。

モン

怪人だと？おとぎ話もいい加減にしろ。

ソレリ

でも、きのうの宴でジェムも怪人を見たって言ってたわ。

モン

あんたは、えーと

レミー

エトワールのソレリ嬢ですよ。

モン

ああ、シャニー伯爵の愛人ね。しょせんは小娘。

ソレリ

ひどい。

ジリー

ムッシュー、このオペラ座は、鼠っ子と呼ばれる、こうした娘たちに支えられているんです。身寄りがなかったり貧しかったりする娘たちが、必死に夢をかなえにやってくる。オペラ座の寄宿舎に寝泊りし、朝から晩までつらいレッスン。成功するのはほんの一握り。才能と努力とコネのすべてが揃わないと…

モン

どうもご丁寧に。（つぶやく）いずれこのババアも追い出してやる。そんな暇があったら、踊りの指導でもしてろ。命令だ（ジリー、ソレリたち連れて退場）。で、その怪人さんとやらは何をお望みで？

ドビエンヌ（書類見せて）
これが契約書です。毎月24万フランの給料と５番ボックス席を完全に彼のために開けておくこと。用があるときは赤いインクの手紙が届きます。Ｆ・Ｏつまり「オペラ座の怪人」のイニシャルで。

モン

24万フラン？ボックス席？ばかばかしい。

ドビエンヌ
しかし…歴代の支配人は必ずこの約束を守ってきました。

モン
そんなやつ、いるはずがない！

レミー（モンの肩叩く）
支配人、机の上に手紙が。赤い字で…

モン（びくっとして）
よ、読め、お前が。

レミー

「新支配人殿。ご就任心から歓迎する。クリスチーヌ・ダーエを主役にしなさい。先日の成功以来、脇役ばかり。なぜだ？それから前任のドビエンヌの時と同じように、私のボックス席を空けておくこと。一言ご忠告まで。オペラ座の怪人」

モン

これは何かのいたずらだ。警察を呼べ。今は科学の世紀だ。幽霊なんていない。

暗転
●小さなチャペル（蝋燭、クリ祈る）

メグ

ねえクリスチーヌ。あなたの先生って誰？なぜ急にそんなにうまくなったの？

クリ

ここで父のためにお祈りすると、上の方から不思議な声が聞こえてきた。父は死の床で言ったの、〈天使〉が守ってくれるって。

メグ

本当に信じてるの？それがお父様の魂だと？

クリ

ほかに誰がいるの？歌うと感じるの、彼が近くにいるって。いつもいっしょなの。
メグ

夢を見てるのよ。

クリ

懐かしいお父様。明日はお父様の命日。お墓にお花をもっていきましょう。それからメグ、この手紙をラウルに届けてもらえる？

メグ

ええ。フィリップ・ド・シャニー伯爵の弟さんね。お兄さんは遊び人だけど、弟さんは素直で真面目そう。

暗転
第４場　父の墓参り

●夜、ペロスの墓地　（祈るクリ）

ラウル

君のお父さん、いい人だったね。

クリ（振り向く、見つめ合う）
ラウル…このあいだの晩、突然あなたに出会って、まだちっちゃい子どもだった頃を思い出した。もう一度幼馴染に会いたくて、思わず手紙を書いてしまった。

ラウル

君が好きだ。
クリ

私を？まさか。

ラウル

笑わないで。僕は真剣なんだ。海辺で君を見た８歳の時からずっと。再会できて天にも昇る心地だった。

クリ

私もよ。

ラウル

では楽屋で僕を無視したのはなぜ？あいつのせい？

クリ

あいつ？

ラウル

君の楽屋で男の声がした。何者なんだ？

クリ（青ざめ）
愛しいラウル、あれは〈音楽の天使〉よ。

ラウル

〈音楽の天使〉は君のお父さんが語った伝説だよ。実在しない！

クリ

いいえ。〈音楽の天使〉は毎日楽屋にやってきて歌を教えてくれるの。

ラウル

クリスチーヌ、からかわないで！他の男がいるんだったらそう言ってくれ。

クリ

違うの。おお！（怪人の気配に走り去る）

ラウル

クリスチーヌ、どこだ！？（深夜0時の鐘、どこからともなく「ラザロの復活」の音楽。あちこちに死者の顔）

暗転
●楽屋

怪人（声）
お帰り、いとしのクリスチーヌ。お父さんの墓参りは楽しかったかい？

クリ

え、ええ。

怪人

何も変わりはなかったかな？

クリ

ええ…さあ、いつものレッスンを、〈音楽の天使〉

怪人

では発声から（クリ歌う♪）

●楽屋前

ジリー（バレエ指導中）
はい皆さん、体をしなやかに！つま先を伸ばして。

ラウル（駆け込む）
彼女に会いたい、話せば誤解も解ける。

ジリー

レッスン中です。部外者立ち入り禁止です。

ラウル

ちょっとだけでも。

ジリー

絶対にだめです。

ラウル（ジェム、メグに）
ちょっと君たち、クリスチーヌの友だちだろ？伝えてほしい、僕の気持ちを。

ジェム

友だち？昔はね。

メグ

あーあ。うらやましいなあ。主役を射止めたうえに、男爵のおぼっちゃままで恋人にして。なんでクリスチーヌばっかりいい目にあうんだろ。

ジェム

天使かそれとも悪魔でもついてるんでしょ（笑）。

メグ

支配人に取り入って成功したカルロッタ、シャニー伯爵の後ろ盾で成功したソレリ、悪魔に魂を売ったクリスチーヌ。どんなに努力しても無駄。自分ひとりの力ではどうにもならないの？クリスチーヌに会うのがつらい。親友のつもりだったのに。

ジェム

練習あるのみ。さあ、がんばろうよ。（稽古再開）

第５場　仮面舞踏会
●仮面舞踏会（全員）マスカレードの歌♪ 二人は恋人モードに。

ラウル

好きだ。婚約しよう。（クリに指輪をはめ、口にキスしようとする）

クリ

待って。（突然音楽が止まる、怪人のテーマ）

ジェム／ソレリ
キャー。あれは誰？

赤マント（怪人）
オペラ座は究極の美を完成させる場。ところが…支配人（指して）、金儲けばかりで芸術をわかってない。カルロッタ、演技が下手過ぎ。そこのテノール、太り過ぎ。そしてクリスチーヌ・ダーエ、声は美しいがまだ未完成。教えられるのは私だけ。師の胸に戻るのだ。（マント開く、クリ憑かれたように歩み寄る、怪人はクリの指輪を投げ捨てる）

ラウル

この怪物め、殺してやる。

クリ

やめてラウル、怪物なんかじゃない（ラウル怪人に剣で切りかかる、怪人はクリを抱えたまま応戦。ジリーがラウルを引き離して階段へ）

暗転　階段上で

ラウル

放して下さい。

ジリー

クリスチーヌを好きなのですね。彼女を成功させたいのなら、手を出してはいけません。音楽の精とともにあるのです。

ラウル

また音楽の精か。

ジリー

生まれてすぐ母親は死に、ヴァイオリニストだった父親も病気で亡くなった。ええ、孤児になったクリスチーヌが哀れで、せめて音楽が癒しになればと、音符の読み方を教えたのは私です。オペラ座附属音楽学校に合格したときはうれしかった。そして彼女は偶然、最高の師を見出した。あるいは師が彼女を見出した…

ラウル

あの怪物が〈音楽の天使〉なのか？僕は二股かけられてるだけじゃないか。オペラ座は才能だけが評価される、音楽の殿堂だと思っていた。だが実態はどうだ。金や欲望の渦巻く偽りの世界。そう、兄のフィリップだって、50万フラン出して愛人のソレリをエトワールにした。そんなところにいてクリスチーヌもおかしくなっちゃった…

ジリー

彼女の才能〔＝精〕は本物です。（熟慮の後）真実を明かしましょう。絶対秘密に（ラウルうなづく）。昔、旅回りのサーカス団がパリに来ました。当時私はバレリーナを夢見るオペラ座の寄宿生。見世物のなかに「悪魔の落とし子」がありました。檻に入れられた男の子。象のようなおぞましい顔に、観客は面白がって小銭を投げつけます。その時です、小銭を拾いに監視役が檻の中に入った瞬間、男の首を絞め、子どもは逃げ出したのです。思わず私はその子の手をひっぱって、オペラ座の裏口まで走りました。私は残酷な世間から彼をかくまった。その日以来、ここが彼の遊び場、彼の世界。そして彼は天才でした。驚くべき頭脳。建築家で作曲家で魔法使い。

ラウル（ショックで膝をつく）
狂人と化した天才だ（皮肉っぽく）。

第６場　カルロッタの災難

●舞台

カルロッタ（イライラ、舞台脇に向かって叫ぶ）
クリスチーヌ！今日は出番がないのなら、大道具係をやんなさい。ビュケが死んで、人出が足りないんだから。ほら、そこの机と椅子を運んで。

メグ

それはひどすぎます。クリスチーヌは歌手なんですよ。

カルロッタ
あらあ。どうやら、メグ・ジリーも大道具係をやりたいみたいね。それとも、一生舞台に上がらずにチケット係でもやる？おっほっほ。ここでは私が法律なのよ。

●支配人室

モン（怒りながら歩き回る）また手紙だ。

レミー

今度は何と？

モン（手紙渡す）
読んでみろ。

レミー

「親愛なる支配人殿。戦いと和平、どちらを望む？和平ならばこうしろ。1.カルロッタを採用するな。2.『ファウスト』のマルグリット役はクリスチーヌに。3.さっさと給付金に合意しろ。でないと戦線布告だ。ＦＯ」　ど、どうしましょう、支配人。

カルロッタ（入る）
まさかこの私を外したりしないでしょうね。

モン

いえいえ、めっそうもない、プリマドンナを降ろすなんて。

カルロッタ
そうよ、カルロッタ様が脇役だなんて、パリ市民が、フランス全国民が、許さないわ。

モン

ようし。主役はもちろんカルロッタ。で、我々が5番ボックス席に座る。怪人なんか追い出してやる。

レミー

え？あのボックス席に？不吉ですよう。

カルロッタ
なにが怪人なもんですか。どうせ私の成功を妬む連中の陰謀に違いないわ。それにしても私に刃向かうなんて、クリスチーヌは憎たらしい。レミー、あの子の靴に画鋲を入れなさい。化粧品に腐った水を混ぜ、それから…えーと

レミー

ドレスにコーヒーのしみをつける。

カルロッタ
それもいいわね。切っちゃってもいいわよ。（電話に向かう）もしもし、『ル・モンド』新聞？特ダネがあるの。ええ、クリスチーヌ・ダーエ、ほら、代役の女、あいつが実は孤児でいやしい生まれで、しかも役を手に入れるために色仕掛けで新支配人に取り入って、大道具係の殺人事件でも警察に疑われてるし。そうそう、ぜひ一面の5段抜きで…

レミー（電話を奪って）
そしたらご招待しますよ！

モン（自分を指し）
クリスチーヌが新支配人を？…ん？

暗転
●舞台（拍手）

カルロッタ
♪ああ、この静けさ、この幸せ！言いようのない神秘！うっとりするような…ゲコッ（マルグリットのアリアの途中で、突然蛙の声に。観客総立ち。ボックス席から怪人の笑い声）

モン

続けろ

カルロッタ
私は耳をすます…ゲコッ、ゲコッ、ゲコッ（蛙が飛び出す）

声


あはは。今夜のカルロッタの声の調子外れなことといったら、シャンデリアもはずれそうだな！（シャンデリア落下、悲鳴）

モン／レミー（客席にかけよって）
みなさんお静かに！お静かに！

暗転
メグ、カルロッタのポスターをクリのポスターに張り替える。

メグ（客席に）
こうしてカルロッタは再起不能になり、オペラ座のプリマドンナの座は名実ともに、クリスチーヌ・ダーエが獲得したのでした。すると不思議な事件もぱったりと止んだのです。

ソレリ

支配人はついに5番ボックス席を怪人に明け渡し、24万フランのお金を支払ったみたい。これでオペラ座も一安心ね。

ジェム

カルロッタは気の毒だったけど

ダロガ（脇から）
カルロッタは自滅した。心も魂もなかった。ただの楽器だった。

娘たち（はっとして）
誰？

ジリー

ダロガ。オペラ座の人間は「ペルシャ人」と呼んでいる。

ジェム

不思議な人ね。それじゃあ怪人の仲間？

ジリー

いいえ。…怪人は自分勝手。機械じかけを作ったり、勝手に幕を切って落したり、気に入った人間をひいきしたり、嫌いな人間を殺したり。でもペルシャ人は何もしない。すべての目撃証人。この建物の中で一番客観的にものが見えている。

メグ

そうかもね。踊り子も歌手も、私たちはみんな欲望にとりつかれて、自分のことを見失っている。有名になりたい。金持ちになりたい。人を蹴落としたい…

ジェム

最初はクリスチーヌに嫉妬してたけど、でも実力があるのだから認めなきゃ。無視したりいじわるしたりしたこと、反省してる。（メグも頷く）

暗転
第７場　最後のデート

●回廊にて
クリ（考える。スカーフをラウルの首に）これをあなたに。
ラウル

ありがとう。ブルターニュの海の僕らの美しい思い出だね。あのままちっちゃいクリスチーヌとちっちゃいラウルでいられたら…

クリ

新しい思い出を作るのよ。一緒にお散歩して、お話しして。（手をつないで歩き回る）

ラウル

よし、君のお城を全部案内して（手をつないで歩き回る、地下を指差して）この迫出しは何？地下はどうなってるの？

ダロガ（通路をふさぐ）
ここは通るな。あっちへ早く行きなさい。

ラウル

あれは誰？

クリ

通称ペルシャ人。オペラ座の不思議な常連で、なんでも知ってる。

ダロガ（ラウルが地下を覗くと）
地下に降りてはいけない。そこはエリックの領域だ。降りた者は命を失う。ビュケのように。

クリ

上に行きましょうよ、屋根の上にすてきな場所があるの！

●屋上のアポロン像の前

ラウル（肩を寄せ合いながら、指を指して）
あれがモンマルトル、あれがノートルダム、あれがセーヌ河。君と一緒に行けたらなあ。

クリ

きれいな景色。そうそう、オペラ座の地下にもきれいな湖があるの。

ラウル

地下に湖？まさか。

クリ

オペラ座の城壁にはりめぐらされた真っ暗な環状の地下道を通ると、底には湖が。一度だけ彼の湖の住居に行ったことがある。エリックが、それが怪人の名前、暗い道を案内してくれた。彼はいつもマスクをしている。それに触れてはならないの。顔を見てはならないの。パイプオルガンが上手で、音楽を愛する人。私に限りないものを与えてくれた。でも…怖い！怖いの！いつも私を見張っている。

ラウル

パリから逃げよう！オペラ座の虚栄も怪人の不安もない、どこか最果ての地へ。僕も爵位なんか捨てて、君だけと生きたい。

クリ

いいえ、エリックはずる賢くて嫉妬深い。それに悲しむと思う…

ラウル

いつもエリック、エリック！僕は何なんだ。君は僕のもの、誰にも渡さない。

クリ

ずっと抱きしめて…好きよ（怪人見ている、苦悩）

第８場　クリスチーヌの失踪

●舞台袖
ラウル

警視さん、支配人、僕にアイディアがあります。怪人をとらえるんです。

警視

怪人？お化け騒ぎはいい加減にしてくれ。

ラウル

じゃあこう言いましょう。ジョゼフ・ビュケ殺害の犯人。シャンデリア落下の犯人。カルロッタに対する傷害罪。

警視

それなら警察の管轄だ。

モン

どうやって捕まえる？

ラウル

あの「頭のいい友人」を罠にかけるんです。ダーエ嬢が歌えば必ず彼は聞きにくる。

モン（指を上げて）
オペラ座中に警官を配備して、幕が下りると同時に包囲する。

レミー（指を上げて）
5番ボックス席を重点的に。

（警視、いろいろと指図。会場ドア閉めるなど、ものものしく警官配置）

●舞台（クリ『ファウスト』最後歌う、後ろで踊り子踊る）

クリ

♪清らかな天使たち！輝かしい天使たち！清らかな天使たち！輝かしい天使たち！わたしの魂を高く運んで！

テノールに化けた怪人
いざ私のもとへ、クリスチーヌ。

クリ

え？あなたは…

レミー（こぶし振り上げ）
中断するな、客が見てるぞ、ちゃんと歌え。

怪人（歌うように）遊びは終わりだ。逆らっても無駄。（クリの手をとって舞台から遠ざかりながら）来るのだ。何も考えずに、夢に身を委ねるのだ。どんな熱い炎が魂を包み込むのか。どんな欲望がその身を焼くのか。もう後戻りできぬ。ここが最後のドア、言葉を超えた二人だけの世界。
クリ

それは闇と沈黙の世界。ああ、最後の橋を渡ってしまった。

怪人

誓ってほしい。ただ一つの愛、ただ一つの人生を私と分かち合うと。言ってくれ、私なしでは生きられないと。君がどこへ行こうとついていく。（後ろから抱きしめる）私の望みはクリスチーヌ、お前だけだ。

暗転（悲鳴）

モン

クリスチーヌが消えた！お客様、申し訳ありません、ダーエ嬢が突然姿を消してしまいました。

ジャム

怪人がテノールに化けていた。

モン

け、警察を呼べ。

警視（ジリーに引っ張られて）
男爵殿の怪人捕獲作戦はみごとに失敗ですな。それどころかダーエ嬢の失踪が加わって、ますます仕事が増えた。

ラウル

ぼくのせいだ。クリスチーヌ、どこなんだ。警視さん、怪人が、エリックが、地下に住んでいて、彼女をさらったに違いない…

警視

エリック？地下？警察は証拠がなければ動かん

ラウル

エリックは僕の恋敵です。いっそ殺してやりたい。

警視

恋に狂った若者のたわごとか。青春ですなあ（笑）。

フィリップ（新聞もって、ソレリと入る）
ラウル、何騒いでるんだ？オペラ座の歌手ごときに本気になるなよ。シャニー家の恥だ。ゴシップ記事まで書かれたんだぞ。おおかた尻軽女が別の男と駆け落ちしたんだろ。弟は弄ばれただけ。

ラウル

違う、兄さん、僕たちは真剣なんだ。

フィリップ
わからないのかい。所詮身分違いなんだよ。歌手や踊り子なんて掃いて捨てるほどいる。すぐに代わりがみつかるさ。

ソレリ（ふくれる）
それじゃあ私なんかどうでもいいってこと？

ラウル

身分なんてなんだ。僕にはただ一人の人なんだ。愛してるのに（顔を覆う）

フィリップ（脇に警視をひっぱる）
警視さん。あんな女、捜さなくて結構。ラウルは大事なシャニー家の次男。将来に傷をつけたくないんです。そこんとこよろしく（警視のポケットに札束）

レミー（警視に）
いやいや私はマダム・ジリーの仕業だと思う。怪人の声を聞いたことがあるのは彼女だけ。24万フランの金ほしさに怪人の手紙をでっちあげたんじゃ

ジリー

違います。怪人は本当にいる。その正体は…（ダロガが口を封じる）

ラウル

ソレリさん、助けてください。

ソレリ

そんなことしたら、次に殺されるのは私。生きるだけで精一杯だというのに、他人の面倒なんて

ラウル（各自の首をつかんで）
彼女を探してください。助けてください。（みな顔を背け退場）

第９場　地下の対決

●地下への階段

ラウル

兄さんも支配人もみんな腐ってる。これが貴族か。これが社交界か。クリスチーヌ！絶対に助け出してやる。地獄の底だって降りてやる。地下への入り口はどこだろう（探す）

ダロガ（後ろからラウルの肩を）
注意なさい。地下は巨大な迷路です。むやみに入ると一生出られなくなりますよ。迷い込んだ人間や猫の骸骨があちこちに。

ラウル

あなたなら道をご存知でしょう？助けてください。

ダロガ

私は怪人の敵でも味方でもない。

ラウル

ならば僕の友だち、僕の味方になってください。ただ一人怪我人を助けたサマリア人のように。私もあなたに一生涯の友情を捧げましょう。

ダロガ

エリックは…醜悪極まりない容貌のために人間の世界から疎外されていると感じていた。だから自然が彼に与えた器用さと天才的な頭脳を復讐と搾取に用いることに、なんのやましさも感じなかった。彼の手際は実に鮮やかだった。たしかに彼の作曲や機械じかけはオペラ座の繁栄に寄与したが、だがひどく危ういバランスの上にすべてが成り立っていた。そんなときにクリスチーヌが現れ、彼はのめりこんでいった。もう後戻りできない。協力しましょう。

ラウル

ありがとう！（ランタンを手に二人歩く）

ダロガ

隠しスイッチはここ。楽屋の鏡が回る仕組みです。鏡の奥に地下につながる秘密の通路が。壁や隠し扉や迫出し、彼にはお手のもの。（地下へ）やっと貯蔵池の底に着きました。海抜マイナス15メートル。馬小屋増築中に地下水脈に行き当たって湖ができた。この騙し絵の間から入って、と。ほら怪人の住居が。おや、鉄格子に遮られて進めない。

ラウル

豪華な住居だ。たくさんの樽？怪人はワイン好きなのかな。

●地下の怪人の部屋（パイプオルガンの音♪）

怪人

結婚ミサ曲をとるか、鎮魂ミサ曲をとるか。選びなさい。（クリ沈黙）私の手をとり、この孤独から救い出してほしい。人と同じように生きたい。日曜日には美しい妻と公園を散歩するのが夢だった。（抱きしめようとする）

クリ（仮面を外す）きゃあ
怪人（傷ついて）
罪を犯したわけでもないのにこの顔のせいで私は闇の住人。この顔に母でさえ慄き、私を忌み嫌った。生まれて初めて身につけた衣装は、母が手ずからつけた仮面だった。すべてはこの顔のせい！（怒る）

クリ（考えて）
いいえ違うわ。確かにそれは恐ろしい顔。でもすぐに慣れる。怖くない。本当に醜いのは、あなたの魂！自分のエゴだけで人の人生を歪めてしまう。さよなら私の偶像。無理やり結婚させられるくらいなら、今すぐ死んだ方がましだわ（自分の首絞める、怪人はクリの手を椅子にしばりつける）

怪人（ラウル、ダロガ来る）
おや、お客さんだ。ラウルの坊やとダロガまで。私たちを祝福しに来てくれたのかな。

ラウル

クリスチーヌ！助けに来た。怪人め、クリスチーヌを返せ。（怪人の投げ縄が首を絞める）

怪人

私がこの子を傷つけるはずがないじゃないか。一緒に天国に行くんだよ。さあクリスチーヌ。私と結婚し、心から私を愛するなら、坊やの命を助けてあげる。そうでなければ、このオペラ座もろとも木っ端微塵だ（蝋燭を振り回す、火薬の臭い）。

ダロガ

火薬の臭い！わかった、ワイン樽の中身はすべて火薬だ。気をつけろ。

ラウル

クリスチーヌに嘘をつかせる気か。彼女が本当に愛してるのは僕だ。

クリ

〈音楽の天使〉、なぜこんな苦しみを与えるの。信じてたのに。

怪人

もう待たんぞ。心を決めろ。（クリの縄をほどく）

クリ（考えて）
可哀想な不幸なエリック。あなたはどんな人生を知ってるというの。神様の与えてくださった勇気であなたに示そう。あなたが孤独でないことを。――魂にかけて、あなたの妻になります。生きて、あなたを、愛します。（怪人は目を覗き込む。本気だと知り瞠目。クリは怪人に深いキス）

怪人（驚いて）
母親でさえ私にキスしたことはなかった。ただ一度のキス、なんと幸せな…。もうこれでいい。クリスチーヌ、心から愛してる（クリが差し出した左手に、指輪を握らせる）これは君たちへの結婚祝いだ、可哀想な不幸なエリックからの（クリ驚く）

ラウル

クリスチーヌ！逃げよう。

怪人

君こそが私の天使だった。私の歌に翼を与えられるのは君だけだった。これで幕は下りた、夜の音楽の幕が！（ラウルの首のロープ取れ、駆け寄る、大騒音とともに怪人消える）

暗転
第10場　エピローグ
●オペラ座

警視（手帳に書きながら）
1897年5月5日。爆発と轟音の後、地下フロアは水没。死者行方不明者10名。ダロガ氏は命からがら脱出。（口に手をあて）じつは彼は…秘密警察の長官でした。三日後スクリーブ通りで気絶しているシャニー男爵が発見される。頭部に大怪我、しかし誰かが手当てした模様。

メグ（駆け寄る）
クリスチーヌは？どこに行ったの？

警視

わかりません。いくら聞いてもシャニー男爵は黙っている。あれから人が変わったようです。一気に髪が白くなり、老けてしまった。

メグ

愛しあってたのに。二人はどうしてそんな目に会わなくてはならなかったの！

レミー（手を叩く）営業再開。さあさあまた客集めだ。（両手をこすりながら、客席に）世界最高のパリ・オペラ座へようこそ。チケットはたったの5000フラン。楽しいこと請け合いです。モーツァルトからサン=サーンスまでさまざまなレパートリー。歌あり、踊りあり、ドラマあり…え？怪人ですって？（ひそひそ声で）そういうご趣味の方は、コホン、無知なガイドなんか抜きで、館内見学コースにおいで下さい。二階正面の5番ボックス席に入って（杖で指す）、席の脇の太い支柱をコツコツと叩いてみて下さい。すると…

メグ（レミーの口ふさぐ）シー！それは秘密よ。（客席に）〈音楽の天使〉はけっして姿を見せませんが、選ばれた人間には声が聞こえます。悲しんでいるとき、落ち込んでいるとき、思いがけないときに、突然天上の妙なる調べが耳に届くのです。それはきっと、あなたのところにも。

FIN
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